
 

 

 

 

 

 

太陽光・風力発電が基幹電源になれないわけ（第 1 部）

朝日新聞など原子力発電に反対するメディ

アは将来「省エネ」と「再生可能エネルギー」

で日本のエネルギーの相当部分をまかなうこ

とができると考えているようである。果たして

根拠のある主張であろうか？ 

太陽光・風力発電はお天気任せ

「省エネ」は先進国の中で日本が一番進んで

いると言える。1 人当たりのエネルギー消費量

は石油換算（2014 年）で日本は 3.5 トン／人

で米国の 6.9 トン／人のほぼ半分である。エネ

ルギー効率の良い家電などが行き渡り、工場で

も家庭でもエネルギー消費を極力抑えて過ご

しているのである。更なる省エネには乾いた雑

巾をさらに絞る作業をしなければならないこ

とになる。多くを期待するのは無理であろう。 

我が国の「再生可能エネルギー」資源は太陽

光に偏っている。中緯度に位置するため風はあ

まり強く吹かない。水力発電用のダムはほとん

どの河川で建設済みで、今後は小規模の水力発

電が開発の対象となろう。地熱資源は世界第 3

位と言われているが、国立公園の中に位置して

いるものが多く、温泉との競合もあって、いず

れも多くを期待することはできないであろう。

したがって全国的には太陽光発電、そして東

北・北海道等の風の強いところでの風力発電が

頼みの綱となろう。 

太陽光と風力は資源が無限にあり、しかもた

だなので、将来の本命になるのではないかと期

待する人々も多い。しかし冷静に資源の本質を

見ることが大切である。以下に太陽光・風力の

特性を挙げて、それらが基幹電源にはなり得な

いことを説明したい。 

 

１．太陽光・風力は希薄なエネルギー源 

油田やガス田では石油やガスが濃集した形

で存在していて、それゆえ利用の対象となり、

資源として役立つものになっている。太陽光や

風力はどこにでもあるが、逆に大変希薄なエネ

ルギーであり、人工的にかき集めて利用するこ

とになる。そのためには沢山の設備を広い面積

に設置することが必要になる。 

太陽光発電は夜間や雨の日は発電できず、年

間の稼働時間が少ない。わが国は中緯度に位置

している。この結果、我が国での平均稼働率は

12％程度と言われている。火力発電や原子力発

電の 80％に比べて 1/7 程度であり、同じ発電

量を得るためには7倍の設備を建設しなければ

ならない。風力発電の稼働率は 20％程度なの

で、火力や原子力の 4 倍の設備を建設すること

が必要になる。このように設備の効率が良くな

いという宿命を負っていることを忘れてはな

らない。 

 

２．太陽光・風力発電はお天気任せ 

色男金と力は無なかりけり。これは江戸川柳

であるが、イケメンの太陽光・風力発電は、天

気が良くないときは、力（ちから）が出せない

のである。晴れたり曇ったり、風が強く吹いた

り弱まったり、という自然の変化で、電力がと

ぎれとぎれになってしまうのである。いつも変

動している太陽光・風力発電は必要な時に必要

な電力を需要家に届けることができない。エア

コンが回り、電磁調理器が熱を出すには電力、

すなわち電気と呼ばれる力（kW）の継続的な

供給が欠かせない。例えば夜、エアコンのスイ

ッチを入れても、太陽光は必要な電力（kW）
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を供給できず、役に立たない。夜間には、太陽

光発電以外の、例えば火力とか原子力の電力を

使わざるをえない。 

 

３．火力原子力の代わりができない太陽光・

風力 

電力システムでは需要に応じた供給ができ

るよう、秒単位、分単位、時間単位、昼夜間、

季節間などで変化する電力（kW）の需要に対

応して、常に必ず同じ量の電力（kW）を届け

る仕組みを築いている。そのために、石油火力、

ガスタービン、ガス火力、石炭火力、原子力を

揃えてそれらの特長を生かして、いつでも必要

な電力（kW）を供給出来るようにしている 

石炭火力、原子力はベースロード電源と呼ば

れ、長期間安定した電力を供給するのに適して

いる。 

一方、太陽光・風力発電は、お天気任せなの

で、確実に他の電源の代わりを務めることはで

きない。 

 

４．太陽光・風力発電は余剰設備となる 

 太陽光・風力発電は、火力・原子力などの他

の電源が充分に備わっているところに追加で

建設されるため、そっくりそのまま過剰な発電

設備となる。どのような業界であれ、通常、過

剰な生産設備を持つ業界はそのままでは生き

残って行けない。余分な発電設備は縮小しなけ

ればならない。本来なら、最初の退役候補は一

番役に立っていない太陽光・風力発電というこ

とになるはずである。 

 

５．共食いを起こす太陽光・風力発電 

太陽光・風力は自然現象であるため同じ時間

帯に同じような発電を行うことになる。良い天

気でかつ風量が多い時には、発電量が多くなり

すぎどれかを止めなければならない。したがっ

て過剰な時は、太陽光・風力それぞれの仲間の

間でお互いに、他の設備を止める、足を引っ張

り合う、言わば「共食い効果」が生じる。その

ような共食い効果が生じるようになってもさ

らに設備を増やそうとすれば、止めるために設

備を作るようなものである。このように太陽

光・風力には自ずと導入量に限度が生じるので

ある。ドイツやスペインの先行国の例を見ると、

発電量の割合で太陽光・風力の割合が 20％近

くを占めるようになるとこの共食い効果が顕

著になるようである。 

 

６．太陽光・風力の犠牲になっているドイ
ツの火力発電 

 太陽光・風力発電は、時間不定、数量不定で

電力（kW）を供給するものの、それに時間を

掛けた電力量（kWh）の面では貢献できる。し

かしその分だけバックアップ役の火力発電の

発電量（kWh）を減らさなければならない。火

力発電側から見れば、設備はあるのに使わない

状態が発生し、採算が悪化する。 

 先行国のドイツでは火力発電を風力発電、

太陽光発電を増やしているが、バックアップ役

の火力発電も維持せざるを得ず、同国第 1 位の

電力会社であるエーオン社が 2016 年決算で 1

兆 9,000 億円の赤字を出し、第 2 位の RWE 社

が 6,900 億円の赤字決算を行った。その主な原

因は、火力発電の採算悪化などであった。 

 

７．太陽光・風力発電の限界 

太陽光・風力発電の目指すところは温暖化対

策のためにCO2を減らすことにある。しかし、

太陽光・風力発電を増やしすぎると、行き着く

ところは火力発電をなくすことになり、それが

果たされるとバックアップを失って自らが死

ぬ落ち目になるという甚だ困った因果関係に

ある。
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